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資料 「障害福 祉 論II」 の講 義改 善事 例 報告
杉 野 昭 博
1.社 会 福 祉 士 養 成 課 程 を も つ 大 学 に お け る障 害 福 祉 教 育 の 位 置 づ け
1987年に制 定 され た 「社 会 福 祉 士及 び介 護 福 祉 士 法 」に基 づ い て指 定 され る社 会福 祉 士
養i成施 設 の教 育 課 程(旧 課 程)で は16科 目1050時間 の 授 業 提 供 が義 務 付 け られ て い た が 、
2008年の 法 改 正 に よ り、 現 在 の新 教 育 課 程 で は 表1に 示 され た22科 目1200時間 の授 業
提 供 が 義 務 付 け られ て い る。 大 学 等 に お い て は 、 演 習 、実 習 お よび 実 習指 導 以 外 の 講 義 科
目の 時 間 数 につ い て は大 学 の裁 量 に ま か され て はい る が 、多 くの大 学 で は養 成 施 設 で 指 定
され て い る時 間数 が確 保 され て い る。 旧教 育 課 程 で は 「障 害 者 福 祉 論 」 の 講 義 は60時 間
が 配 当 され 、 大 学 で は4単 位 科 目と して 開講 され る こ とが多 か っ た。 と こ ろが2009年 度
入 学 生 か ら適 用 され た新 教 育 課 程 で は 、「障 害者 に対 す る支 援 と障 害者 自立支 援 制 度 」に名
称 変 更 とな り、 養 成 施 設 で求 め られ る授 業 時 間 数 は30時 間 とな っ て お り、 大 学 で は2単
位 の 講 義 と して 開講 され る こ と も少 な くな い 。
表1社 会福祉士指定科 目と時間数




心理 学理 論 と心理 的 支援 30時 間
障害者 に対す る支 援 と
障害者 自立支 援制 度
30時 間
社 会 理論 と社 会 シ ステ ム 30時 間
児 童や 家庭 に対す る支 援 と
児 童 ・家庭 福祉 制 度
30時 間




社会調査の基礎 30時 間 保 健 医療 サー ビス 30時 間
相談 援助 の基 盤 と専 門職 60時 間 就 労 支援 サー ビス 15時 間
相談 援助 の理 論 と方 法 120時間 権利擁護と成年後見制度 30時 間
地域福 祉 の理 論 と方 法 60時 間 更生保護制度 15時 間
福祉行財政と福祉計画 30時 間 相談援助演習 150時間
福 祉 サー ビス の組 織 と経 営 30時 間 相談援助実習指導 90時 間
社会保障 60時 間 相談援助実習 180時間
合 計22科 目 1200時間
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従 来4単 位 で 講 義 して い た 「障 害 者 福祉 論 」 が2単 位 で の 講義 に 変 更 され た た め 、講 義
内 容 の 精 選 は避 け られ な い。 厚 生 労働 省 は 、 「障 害 者 に対 す る支 援 と障 害者 自立 支援 制 度 」
の 「シ ラバ ス の 内容 」 と して 、表2の15項 目を あ げ て い る。 これ らの各 項 目に つ い て2
時 間 、 大 学 で は1コ マ ず つ講 義 す る とす べ て の 授 業 時 間 が終 わ っ て しま う計 算 にな る。 仮
に そ の よ うな講 義 計 画 を 立 て た と して も学 生 に とって は あ ま り良 い授 業 に は な りそ うに な
い し、 ア クテ ィ ブ ・ラ ー ニ ング とい っ た 目標 に は ほ ど遠 い授 業 に な っ て しま うだ ろ う。 そ
こで この 科 目を担 当す る教 員 の 多 くは 、「障 害 者 福祉 論 」の講 義 の流 れ の な か で 、指 定 され
た15項 目を含 め る よ うに独 自の シ ラバ ス を組 み 立 て てい くの が一 般 的 だ と思 う。 とはい
うもの の 、 こ の15項 目の うち9項 目が 障 害 者 関 係 法 規 で あ り、 これ らの 法律 の概 要 の す
べ て を2単 位 の 講 義 に盛 り込 む こ とは 明 らか に 無理 が あ るだ ろ う。
表2「 障 害者 に対 する支 援 と障 害 者 自立 支 援 制 度 」のシラバスに 「含 まれるべき事項 」
① 障 害 者 の 生活 実 態 と これ を取 り巻 く社 会 情 勢 、福 祉 ・介護 需 要
②障害者福祉制度の発展過程
③ 障害 者 自立支 援 法(2012年 に 障害 者 総 合 支 援 法 に改 正)
④障害者 自立支援法における組織及び団体の役割 と実際
⑤障害者 自立支援法における専門職の役割 と実際









⑭ 高齢 者 、 障 害者 等 の移 動 等 の 円滑 化 の促 進 に 関す る法律(バ リア フ リー 法)
⑮障害者の雇用の促進等に関する法律(障 害者雇用促進法)
新 教 育 課 程 で 、時 間数 が短 縮 され た 科 目は 「障 害 者 福 祉 論 」の ほ か 、「児 童 福 祉 論 」と 「老
人 福 祉 論 」1があ る。 これ らの 科 目で は 旧課 程 と同 じ教 育 内 容 で 授 業 をす る と、授 業 時 間 数
が 不 足 す る ので 内容 の精 選 と削減 が 必 要 にな る。しか し、上 記 の表2か ら もわ か る よ うに、
新 教 育 課 程 にお け る 「シ ラバ ス に含 ま れ る事 項 」 は授 業 時 間数 の減 少 に 見合 った もの とは
言 えず 、 全 体 的 に2単 位 で講 義 で き る 内容 に は な っ て い な い。 これ らの講 義 で 充 分 に教 え
られ な か った 内容 を ほ か の どの授 業 科 目で 教 え るか とい う点 は 、各 大 学 に お い て 新 課 程 の
1新 教 育課 程 の 「高 齢 者 に対 す る支 援 と介 護 保 険制 度 」 は4単 位 科 目だ が 、 旧課 程 の 「老




カ リキ ュ ラ ム作 成 にお け る課 題 の 一 つ で あ った と思 う。
障 害 者 福 祉 論 、児 童 福 祉 論 、 老 人福 祉 論 とい う旧課 程3科 目の 時 間数 減 少 へ の 対 応 は、
大 ま か に以 下 の3つ に分 かれ る と思 う。 第 一 は 、 本 学 の よ うに 旧課 程 と同様 に障 害者 福 祉
論 も児 童 福 祉 論 も4単 位 の ま ま実 施 す る方 法 で あ る。 第 二 は 、社 会 福 祉 士養 成 課 程 の 指 定
科 目と して は2単 位 で 実 施 す るが 、 これ とは 別 に障 害 者 福 祉 お よび 児 童 福 祉 に関 す る専 門
選 択 科 目をそ れ ぞ れ2単 位 ず つ 設 置 す る方 法 で あ る。 第 三 は 、 専 門 学校 な ど、 指 定 科 目の
み しか 開 講 しない 場 合 に 、 「高齢 者 に対 す る支 援 と介 護 保 険制 度 」 「障 害者 に 対 す る支 援 と
障 害 者 自立 支 援 制 度 」「児 童 や 家 庭 に対 す る支 援 と児 童 ・家 庭 福 祉 制 度 」の な か で 充 分 に指
導 で きな い 内容 につ い て 、「相 談 援 助 の理 論 と方 法 」(8単位)、「相 談援 助 演 習 」(10単位)、
「相 談 援 助 実 習 指 導 」(6単位)の 中の 事 例 検 討 な どを通 じて補 う方 法 が あ る。 旧課 程 を実
施 して きた 大 学 の多 くで は 旧課 程 の 単位 数 の ま ま実 施 す る とい う第 一 の方 法 を と った とこ
ろが 少 な くない だ ろ うが 、 時 間割 編 成 が難 しい 大 学 や 、社 会 福 祉 士 国 家試 験 受 験 資 格 の 取
得 を め ざ さない コー ス も併 設 して い る よ うな 大 学 で は第 二 の方 法 もあ るだ ろ う。 しか し、
「障 害 者 福 祉 論 」 「児 童 福 祉 論 」 「老 人 福 祉 論 」 の3科 目の相 対 的 な 時 間数 削減 は 、 新 教 育
課 程 の 「ジ ェネ ラ リス ト ・ソー シ ャル ワー カ ー の養 成 」 とい う趣 旨に基 づ く もの で あ り、
領 域 別 の ソー シ ャル ワー カ ー養 成 は 、 大 学 等 にお け る付 加 的教 育 や 高 次 の 専 門職 資 格 に任
せ る とい う意 図 が あ っ た2。した が っ て 、領 域 別 の基 本 知 識 で 不 可 欠 な もの は、ジ ェネ ラ リ
ス ト教 育 を担 う相 談 援 助 関係 の授 業 で補 う とい うのが 、新 教 育 課 程 の本 来 の趣 旨か も しれ
な い 。
い ず れ に しろ 、本 学 の社 会 福 祉 士養 成 課 程 は 、 旧課 程 の土 台 の上 に 、新 課 程 を追加 した
構 成 とな って い る。 さ らに 、本 学 人 文社 会 系 の 教 育 課 程 の特 徴 と して 、 専 門 分 野 へ の 学 生
の 分 属 が2年 次 で あ るた め、 専 門科 目に つ い て は、入 門 的 お よび 基礎 的 科 目の履 修 も2年
次 か ら開 始 す る とい う事 情 が あ る。この た め、前 期 科 目の 「障 害 福 祉 論1」(2単 位)で は 、
障 が い の あ る人 へ の支 援 に あ た っ て の 基本 的 理 解 や 基 本 姿 勢 の修 得 を 主 た る 目標 にお き、
後 期 科 目の 「障 害 福 祉 論H」(2単 位)に お い て 支 援 に必 要 な 障害 者 福 祉 制 度 の理 解 や 相 談
援 助 に関 わ る実 践 機 関 の役 割 や 実 際 に つ い て 講 義 す る とい うシ ラバ ス を構 成 す る こ とに な
る。 表3は 、 障者 福 祉 論Illの2013年 度 の シ ラバ ス で あ る。 表2の 「含 まれ る事 項 」 の
うち① と⑧ ⑨ ⑩ ⑪ の一 部 を 「障 害福 祉 論1」 に配 当 し、 そ れ 以 外 の事 項 は す べ て 「障 害 福
祉 論H」 に配 当 して い る。
2白 澤 政 和 は 、2008年にお け る社 会 福 祉 士養 成 課 程 の 改 正 に あた って 、新 課 程 は 「ソー シ
ャル ワー カ ー 養 成 の ミニ マ ム な り中核 部 分 を構 成 す る も の」で 、「ソー シ ャル ワー カ ー の 基
礎 部 分 に焦 点 を 当 て た もの 」だ と述 べ てい る(2008:22)。そ して 、 「ジ ェネ リ ック な(一
般 的 な 、包 括 的 な)」社 会 福 祉 士養 成 課 程 の 上 に、大 学 等 が さ らに専 門科 目を 追加 して ス ペ
シ フ ィ ック な(特 定 領 域 に 専 門 的 な)ソ ー シ ャル ワー カ ー を養 成 し、 これ に認 定 資 格 を与
え る とい う構 想 を示 して い た。(同:23-24)この構 想 は 、2009年度 に社 会 福 祉 士養 成 校 協
会 が 開 始 した 「ス クー ル ソー シ ャル ワー ク教 育 課 程 認 定 制 度 」 に よっ て 実 現 した 。 こ の制
度 は、社 会福 祉 士 養 成 課 程 に加 え て60時 間 の 専 門 科 目 と80時 間 の 専 門 実 習 を追加 履 修 し
た 学 生 に、 養 成 校 協 会 が こ の課 程 の修 了証 を交 付 す る も ので あ る。 ま た 、実 務 経 験5年 以
上 の 社 会 福 祉 士 を対 象 と して 、2010年か らは 日本 医 療 社 会 福 祉 協 会 に よ る 「認 定 医 療 社 会
福祉 士 」認 定 制 度 が 開始 され 、2011年に は認 定 社 会 福 祉 士認 証 ・認 定機 構 が 設 立 され 「高
齢 分 野 」 「障 害 分 野 」 「児 童 ・家 庭 分 野 」 「医療 分 野 」 「地 域 社 会 ・多 文 化 分 野 」 とい う5つ
の 専 門 分 野 にお け る 「認 定社 会福 祉 士 」 の 認 定 がお こ な われ て い る。(白 澤2012:42)
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表32013年 度 シ ラ バ ス
障害福祉論1 障 害 福 祉 論II
授業方針 障 害 問 題 とそ の 支 援 に つ い て 障 害 学 日本 の障害者政策 の歴史 と現状 を学
の 視 点 か ら学 ぶ 。 ぶ 。
授業 目標 障害の定義お よび統計 について修得 障 害 者 と家 族 の ニー ズ を理 解 し、戦 後
す る と とも に 、障 害 問題 を 当事 者 の視 日本 の社会福祉 の展 開のなかで障害
点 か ら理 解 し、適 切 な 支援 をお こ な う 者福祉制度の発展過程を理解 し、現行
た め の基 本 姿 勢 を身 に つ け る。 制 度 に習 熟 す る と と もに 、い くつ か の
具 体 的 事 例 に つ い て こ れ ら の 制 度 を
踏 ま え た 支 援 ア プ ロー チ を 検 討 で き
る よ う に な る 。
授業計画 障 害 の諸 相 を学 ぶ, 1.ソー シャル ワー カ ー とい う仕 事 につ い て
1.「他 人 の 障 害 」と「自 分 の 障 害 」 脱施設と脱家族
2.「障 害 」とは何 か:個 人 と社 会 2.「選 択 的 妊 娠 中絶 」の技 術 と法
3.「ショウガイ」とは 何 か?:障 害 の 医 学 的 3.優生 政 策 の歴 史 と現 状
定義と行政上の定義 4.「重 度 」障 害 児 は生 まれ ない 方 が幸 せ
4.行政 上 の 「障 害 者 」の範 囲 の拡 大 と限 か?～ 優 生 思 想 と障 害者 の主 張
界 5.ノー マライゼ ー ション理 念 とその 背 景
5.学習 事 項 の まとめ 6.「生 きるにあたい しな い 生 」は あるの か?
障害学の視点を学ぶ ～ 筋 ジ ス トロフィー ・ALS
6.「スポ ー ツ障 害 」の 障 害 学 7.障害 者 の家 族 を支 援 するだ けではなぜ
7.障 害 学 の 教 え(1)じた ば た す るの が 人 ダメなのか?～ 脱 「家 族 」支援
間です 瞳 害 者 福 祉 制 度,
8.障害 学 の 教 え(2)かっこつ け てい ると失 8.日本 の障 害 者 福 祉 法 制 の展 開:① 身
うものがある 体障害者福祉から始まった
9.障害 学 の 教 え(3)「自 分 い じめ 」は や め 9.日本 の障 害 者 福 祉 法 制 の展 開:② 多
よう 様 なニ ー ドへ の 対 応 ～1960・70年代
10.学習 事 項 の まとめ 10.日本 の障 害 者 福 祉 法 制 の展 開:③ 国
障害と社会 際障害者年から基礎構造改革
11.障害 者 と健 常 者 の公 正 な競 争 は可 11.障害者 自立 支 援 法 とその改正
能 か?:障 害 の あるアスリー トの 問 題 法制度と相談支援の実際
12.障害 者 の就 労 ・結 婚 ・出 産 12.障害福 祉 サー ビスの体 系 と利 用 手 続
13.障害 は 治 す べ きか 否 か:リハ ビリテ ー き ～ 障害者総合支援法
ションの長 所 と限 界 13.障害 児 福 祉 制 度 と精 神 保 健 福 祉 制
14.障害 の連 続 性 モデ ル 度
14.障害 者 雇 用 の しくみ
15.学習 事 項 の確 認 15.学習 事 項 の確 認
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2.2013年 度 「障 害 福 祉 論III」 の 自 己 評 価
私 は これ ま で本 学 を含 め て3つ の 大 学 と1つ の 専 門 学 校 で社 会 福 祉 に 関す る専 門 科 目の
講 義 を担 当 して き た。 それ らの講 義 経 験 か ら、 学 生 の違 い や 、履 修 者 数 の違 い な どに よ っ
て 、 同 じ講 義 で も異 な る効 果 が あ る こ と を実 感 して き た。 表3に 示 した 「障 害 福 祉 論1」
の シ ラバ ス は、前 任 校 で は1年 次 配 当 の専 門基 礎 科 目の 「障 害 学 」(2単位)と して 実施 し
た シ ラバ スで あ り、「障 害福 祉 論II」の シ ラバ ス は2・3年 次配 当の 「障 害者 福 祉 論 」(2単
位)の シ ラバ ス を ほ ぼ踏 襲 した もの で あ る。 した が っ て 、本 学 にお い て この シ ラバ ス の 妥
当性 に関 して は検 討 の余 地 が あ り、 学 生 の 理 解 を確 認 しな が ら適 宜 対 応 しつ つ 次 年 度 の シ
ラバ ス へ の改 善 に役 立 て よ うとい う意 図 を も って 授 業 を実 施 した。 そ の た め 、 で き るだ け
毎 回 講 義 の最 後 に受 講 者 に短 い コメ ン トを記 入 して も らい 、質 問や 理 解 が 不 十 分 な 事 項 は
次 回 の 講 義 の 冒頭 で解 説 し、 フ ィー ドバ ッ クで き なか っ た コメ ン トや 質 問 に つ い て は、 講
義 の 区切 りに 「学 習 事 項 の ま とめ 」 とい う回 を設 けて 、そ の授 業 回 で ま とめ て 回 答 す る よ
うに した 。
学 生 の コ メ ン トを次 週 の講 義 で紹 介 し、 さ らに解 説 を加 え る こ とは 、 これ ま で もお こ な
っ た 経 験 は あ る が 、履 修 者 数 が 多 い と学 生 の 集 中力 が 続 き に くい こ とが しば しば あ った 。
ま た 、 学 生 の コ メ ン トと教 員 に よ る フ ィー ドバ ック とい うや り取 りも、講 義 形 式 の なか で
は 、2～3回 や り取 り して い る うちに 、 学 生 の コ メ ン トが定 型 化 して い き 、授 業 内 容 にか
か わ る よ うな 回答 や 解 説 につ な が る コメ ン トが 減 少 してい く とい う事 態 を経 験 して い た 。
とこ ろが2013年 度 の本 学 で の講 義 に お い て は 、 学 生 に よ る コ メ ン トの 中 に は 、 毎 回 と り
あ げて 回 答 した り解 説 す る必 要性 の 高 い もの が 含 まれ てお り、本 学 に お い て は 「講 義 → 学
生 に よ る コ メ ン ト→ 次 週 講 義 で の解 説 」 とい う連 鎖 を想 定 した講 義 計 画 が 可 能 で あ る こ と
が わ か った 。つ ま り、毎 回 の授 業 時 間 の うち 冒頭 の15分 か ら20分 程 度 を 前 週 の 学 生 コ メ
ン トの 紹 介 と回 答 に あ て 、最 後 の10分 程 度 を コ メ ン ト記 入 時 間 と して 、講 義 そ の もの は
60分程 度 にお さめ る こ とが 望 ま しい と考 え る よ うに な っ た。
学 生 の コ メ ン トはパ ワ ー ポ イ ン トに 入 力 して 匿 名 で 映 写 し、私 の 回答 は 口頭 で お こ な っ
た 。 この 場 合 、 ほ とん どの学 生 は ノー トを と らず 私 の 話 を 聞 い て い る だ け な の で 、 や や 集
中力 を欠 く様 子 で は あ っ た が 、他 の 学 生 の コ メ ン トが 入 力 され た ス ラ イ ドは 関 心 を も って
注 視 して い た し、私 の 回答 や 解 説 も前 週 の 講 義 の復 習 とい う点 で は 一 定 の効 果 は あ る よ う
だ った 。 た だ 、 ス ライ ドの文 字 を長 時 間 見 る こ とは 目が疲 れ る様 子 の 学 生 も見 受 け られ る
の で 、学 生 コメ ン トを印刷 して 配 布 して もよ い か も しれ な い3。な お 、講 義 内容 に つ い て は 、
3学 生 の コ メ ン ト内容 を紙 べ 一 ス で提 供 す るか 、パ ワー ポ イ ン トで 提 示 す る か の違 い は 、
前者 が 保 存 可 能 で あ り、後 者 は授 業 時 間 に見 るだ け とい う点 に あ る。 専 門 知識 にか か わ る
よ うな コ メ ン トは 、 印刷 配 布 す れ ば解 説 を ノー トで き る し、通 常 の講 義 レジ ュ メの 補 足 と
して 利 用 で き る だ ろ う。 しか し、 た ん な る感 想 の よ うな コメ ン トで も、ぜ ひ 紹 介 した い も
の も あ り、 な か に は学 生 本 人 の プ ライ バ シー にか か わ る よ うな コメ ン トも少 な くな い 。 パ
ワー ポ イ ン トで 入 力 す れ ば筆 跡 な どは わ か らな くな る が 、 それ で も 「私 の 兄 も障 害 が あ
り … 」 とい っ た コメ ン トを紙 べ 一 ス で 配 布 す る こ とに は躊 躇 す る。 異 な る性 質 の コ メ
ン トを1週 間 の 間 に 仕 分 け して 、 専 門 知識 にか か わ る も の だ け を配 布 資料 と して 紙 べ 一 ス
で 用 意 す る の は手 間 の か か る作 業 で あ り、 時 間 の制 約 が あ る な か で 、紙 ベ ー ス で 配布 す る
コ メ ン トとそ うで な い もの を 間違 えず に 分 類 で き るか とい う不 安 もあ る。
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学 生 に よ る ノー トスペ ー ス を配 慮 した レ ジ ュ メ を毎 回 配 布 し、参 考 とな る画像 な どを必 要
に応 じて パ ワー ポイ ン トで提 示 して い る。
成 績 評 価 につ い て は 、前 期 の 「障 害福 祉 論1」 は覚 え るべ き事 項 は少 な く、 ほ とん どが
考 えて も ら う事 項 で あ る た め 、学期 末 レポ ー トと した。 レポー ト課 題 は 、「前 期 の 障 害福 祉
論1の 講 義 か らあ な た が学 ん だ こ と を3点 あ げて 、 何 を どの よ うに 学 ん だ の か そ れ ぞ れ 論
述 しな さい 」 と し、字 数 は3000字 以 内 と した 。 「障 害 福 祉 論1」 で は 、 「障 害 」 を 当事 者
の 視 点 か ら と らえ る こ と と、 「障 害 」 問題 の 普 遍 性 を理 解 す る こ とに 主 眼 をお き、 「障 害 者
支 援 」 や 「障 害 福 祉 サ ー ビス 」 が 障 が い の あ る人 た ち の た め だ け に 一方 的 に保 障 され る も
の で は な く、 さま ざま な コ ンフ リク トを抱 えな が らも社 会 全 体 の あ り方 に影 響 を与 え、 ひ
い て は 社 会 保 障 シ ステ ムや 福 祉 国 家 の 基盤 の 一 部 を構 成 す る もの だ とい う点 を理 解 して も
ら うこ とを期 待 した の だ が 、 学期 末 レポ ー トの 内容 は総 じて優 れ て い た。
前 期 の 「障 害福 祉 論1」 の授 業 結 果 に満 足 した私 は 、後 期 の 「障 害 福 祉 論II」にお い て 、
さ らな る学 習 の発 展 を期 待 して 臨 ん だ。 障 害 者 福 祉 制 度 の講 義 へ の 導入 と して は 、 そ の 歴
史 的 展 開 を講 義 す る こ とが一 般 的 で 、多 くの 教 科 書 で は 障 害 者 福 祉 制 度 の歴 史 的 起源 を19
世 紀 の 障 害 児 教 育 に求 め て い る。 つ ま り、 リハ ビ リテ ー シ ョン を 障 害者 福 祉 の 起源 と して
歴 史 展 開 を講 義 す る こ とが一 般 的 で あ る。 しか し、 現 在 の 国 際 的 な 障 害者 福 祉 の 動 向の 起
源 は、19世紀 の リハ ビ リテ ー シ ョ ン よ りも、第2次 世 界 大 戦 以 降 に 北 欧 で 起 きた ノー マ ラ
イ ゼ ー シ ョン に求 め た方 が理 解 しや す い の で は ない か と私 は考 え て い る。 つ ま り、優 生 政
策 へ の 反 省 と して 「障害 者 の 生 き る権 利 」の 主 張 と して の ノー マ ライ ゼ ー シ ョンが 起 こ り、
これ に身 体 障 害 者 の リハ ビ リテ ー シ ョンか ら派 生 した 当事 者 に よ る 「参 加 」 の 主 張 が加 わ
る こ とで 、「障 害 者 権 利 条 約 」の よ うな 現在 の 国 際 的 な合 意 にっ な が る とい う展 開 を、歴 史
的 理 解 の 枠 組 み と して提 示 す る方 が 学 生 の 理 解 を促 す の で は な い か と考 えて い る4。そ の た
め 、「障 害福 祉 論II」の 冒頭 で は 、優 生 政 策 学 習 の 導入 トピ ッ ク と して 「出 生 前診 断 を用 い
た 選 択 的 妊 娠 中絶 」 問題 を紹 介 し、 そ の根 幹 に は障 害 者 の生 存 権 を認 め な い優 生 思 想 が あ
る こ と を示 し、 優 生 思 想 の否 定 を基 盤 と して 日本 の戦 後 障害 者 福 祉 法制 の 展 開 を解 説 す る
シ ラバ ス を編 成 した。
そ こで 、「障 害 福 祉 論1エ」の成 績 評 価 で は 、優 生 思 想 か らノー マ ラ イゼ ー シ ョンま で の 最
初 の5回 分 の 講 義 に つ い て 「優 生 思 想 とノー マ ライ ゼ ー シ ョンに 関 して 、 あ な た 自身 の 考
え も含 めて 論 述 しな さい 」 とい う中間 レポ ー ト課 題 を課 した。 学 期 末 試 験 で は 障 害者 福 祉
制 度 に関 す る基 本 的知 識 につ い て ア チ ー ブ メ ン ト試 験 を実 施 し、 両方 の成 績 を合 算 して 最
終 評 価 をお こ な っ た。
この 成 績 評 価 の結 果 は いず れ も意 外 な もの だ った 。 まず 、学 期 末 の ア チ ー ブ メ ン ト試 験
の 結 果 が 予 想 外 に悪 か っ た。 社 会 福 祉 士 国 家 試 験 に対 応 す る た め に は 、相 当 細 か い 知識 が
4小 川 喜 道 ・杉 野 昭博 編(2014)は、 第6章 の 「支 援 を支 え る制度:歴 史 的 展 開 」 とい う
セ ク シ ョンで は 、 障害 児 教 育 を 起源 と して 日本 の障 害 者 福 祉 制 度 の発 展 過 程 を解 説 して い
るが 、 第8章 の 「障 害 学 の 思想 」 で は 、優 生 思想 に反 対 す る ノー マ ライ ゼ ー シ ョンか ら現
代 の 障 害 福 祉 思 想 が発 展 した過 程 を示 して い る。 障 害 福 祉 の実 践 史 や 制 度 史 を解 説 す る な
らば リハ ビ リテ ー シ ョン を起 源 と して解 説 し、 障 害 福 祉 思 想 史 あ る い は 障 害観 の 現 代 的 展
開 を提 示 す る場 合 は反 優 生 思 想 を 起源 とす る方 が 適 切 だ と言 え る の か も しれ な い 。 な お 、




要 求 され る のだ が 、そ の よ うな知 識 を2年 次 か ら身 にっ け て もあ ま り意 味 が な い ので 、「障
害福 祉 論 」 の試 験 で は 、介 護 保 険制 度 な ど と共 通 す る基 本 的枠 組 み や 、3年 次 の 相 談援 助
実 習 を履 修 す る上 で必 須 とな る よ うな 基礎 的 事 項 に しぼ っ て 出題 して い るの だ が 、 実 習 参
加 予 定 者 で す らけ っ して成 績 は 良 くな か った 。 覚 え る こ とへ の動 機 づ けが もっ と必 要 だ と
反省 した 。
しか し私 に とっ て 、 この 講 義 の1年 間 の シ ラバ ス 全 体 を組 み 替 え る必 要 性 を感 じさせ た
の は 「優 生 思 想 」 に 関 して 出題 した 中間 レポ ー トの結 果 の方 だ っ た。 前期 の 障 害 学 的 視 点
の 理 解 を 問 う レポー トで総 じて優 れ た 結 果 を 出 して い た 同 じ学 生 た ち が 、 後期 の優 生 思 想
を問 う レポー トにお い て は 、 大 半 の 学 生 が 単 純 化 す れ ば 「障害 児 は 育 て る負 担 が 大 きす ぎ
る」「選 択 的妊 娠 中絶 もや む な し」 とい う論 旨 を展 開 してい た の で あ る。 こ の こ とは 、私 に
とって は 、 前 期 の学 習 効 果 は ゼ ロで あ る とい うこ とに等 しか っ た し、 さす が に これ ま で こ
の よ うな 経 験 を した こ とは な く、 正 直 に 言 って 愕 然 と した。
な ぜ こ の よ うな事 態 に 至 っ た の か 自分 な りに原 因 を考 え てみ た。「出 生前 診 断 と選 択 的 妊
娠 中絶 」 問題 を導 入 と して 、優 生政 策 の歴 史 や 日本 にお け る議 論 を紹 介 しつ つ 北 欧 の ノー
マ ライ ゼ ー シ ョン政 策 を現 代 の 国 際 合 意 と して 示 す5回 分 の 講 義 は、 これ ま で10年 間 ほ
ど継 続 して い る も の で あ り、本 学 以 外 に 関 西 の2つ の総 合 私 立大 学 の社 会 学 部 と福祉 系 の
学 部 で 実 施 して い る が 、それ らの 大 学 で の 学 生 の 反 応 は 、「障 害 の有 無 で産 む か お ろす か 選
ぶ な ん て あ りえへ ん」 や 「ふ っ うの 妊娠 中絶 とは全 然 違 う。 差 別 や と思 う」 とい った もの
が 主 流 を 占 めて お り、本 学 の よ うな 反応 は 例 外 的 なケ ー ス だ っ た。 そ こで この 学 生 の 反 応
の 差 異 の 原 因 につ い て い くつ か仮 説 を構 築 して み た 。
ま ず 、 入 学 者 の偏 差 値 の違 い に よ る もの とい う仮 説 を考 え てみ た。 セ ンタ ー試 験 で 入 学
す る本 学 学 生 の偏 差 値 とは直 接 比較 は で きな い が 、 関西 の2つ の大 学 の偏 差値 は ほぼ 同 じ
で あ り、 い ず れ の大 学 で も本 学 と同 程 度 以 上 の 国公 立 大 学 を受 験 した 学 生 も一 定 数 い るの
で 、 絶 対 的 な差 異 が あ る とは 考 え に くい。 た だ 、 授 業 後 の コメ ン トや レポ ー トな どの 文 章
力 には 相 当 の差 は感 じ られ るの で 、 入 学偏 差 値 の差 が 授 業 へ の反 応 に 一 定 の影 響 は 与 えて
い る とは 考 え られ る が 、選 択 的妊 娠 中絶 問題 に対 す る ス タ ン ス の逆 転 を説 明 す る変 数 と し
て は不 十 分 で あ ろ う。
第 二 の 仮 説 は 、 関西 の2つ の総 合 大 学 で 私 が こ の講 義 を実 施 した の は社 会 学 部 と福 祉 系
の 学 部 で あ り、入 学 以 前 か ら福 祉 や社 会 連 帯 へ の 関 心 が強 い傾 向 の学 生 が入 学 して い るが 、
本 学 は い わ ば文 学 部 系 の学 部 で あ り個 人 主 義 や 自由主 義 的 傾 向 の強 い 学 生 が入 学 して お り、
学 生 の 思 想 的 傾 向 の違 い が選 択 的妊 娠 中絶 問 題 へ の反 応 の違 い を もた ら した の で は な い か
とい う仮 説 で あ る。 この仮 説 は 、偏 差値 仮 説 よ りは説 得 力 が あ りそ うに 思 えた が 、 個 人 主
義 と社 会 連 帯 とい う思 想 的傾 向 の違 い は 大 学 受 験 にお け る学 部 選 択 の違 い よ りも、 関 西 と
関 東 とい う土 地 柄 の違 い と も関連 して い るの で は ない か と考 え た。 そ こで 私 は 、 と りあ え
ず 、「グ ロー バ リズ ム の影 響 が 強 い 関東(東 京)に お い て は個 人 主 義=能 力 主義 的価 値 観 の
影 響 が 強 く、ロー カ リズ ム が 強 い 関 西 で は 協 調 主 義=社 会 連 帯 主 義 的価 値 観 の影 響 が 強 い 」
とい う第3の 仮 説 を採 用 し、2014年度 の 講 義 シ ラバ ス(表4)を 編 成 して み た。
2013年度 の シ ラバ ス か ら改 変 した 点 は 、前 期 の 「障 害 福 祉 論1」 の 冒頭 に 「社 会 福 祉 の
基盤 」 と して 、 自由主 義 的個 人 主義 や 能 力 主 義 的 市 場 競 争 の 限界 を示 す こ と に よ って 社 会
連 帯 に よ る社 会 保 障 シ ス テ ム の必 要性 を論 証 す る講 義 を3回 お い た 点 で あ る。そ の3回 の
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講 義 の 後 に、優 生 政 策 と選 択 的妊 娠 中絶 問題 を と りあ げ た。そ の後 、戦 後 日本 にお い て 「ふ
つ うの く ら し」 を求 め た 障害 者 運 動 の概 要 を紹 介 しな が ら、在 宅 福 祉 を 中心 と した 現 在 の
障 害 者 福 祉 制 度 の概 要 の理 解 に つ な げ た。 ま た 障 害 者 福 祉 制 度 の概 要 に つ い て は 、 前 期 の
「障 害 福 祉 論1」 で は 、知 識 よ りも法律 の 読 み 方 や 厚 生 労 働 省 のHPの 見 方 な ど 自己学 習
方 法 の 教 授 に主 眼 を置 き 、「自分 で調 べ て い く うち に 自然 に制 度 を覚 え る」こ と を 目指 した 。
2013年度 に 実施 した 障 害 学 の トピ ック を通 じた啓 発 的 な講 義 は2014年度 は割 愛 した。
後 期 の 「障 害 福 祉 論ll」で は 、制 度 の歴 史 的 展 開 を前 期 の講 義 に移 動 した の で 、 障 害 福
祉 サ ー ビス以 外 の年 金 保 険 、 医療 保 険 、 介 護 保 険 の概 要 につ い て の講 義 を組 み 込 ん だ 。 障
害 福 祉 制 度 の基 本 的枠 組 み を理 解 す るた め には 、 介 護 保 険 制 度 の概 要 を理 解 して い る こ と
が 望 ま し く、 介 護 保 険 制 度 の仕 組 み を理解 す る に は、 そ の範 型 とな っ て い る医療 保 険 制 度
の 理 解 が 必 要 で あ る。 さ らに 医療 保 険 制 度 と年 金 保 険 制 度 を合 わせ て理 解 す る こ とは社 会
保 険 制 度 の基 本 的枠 組 み を理 解 す る こ と につ な が る の で 、社 会 保 険制 度 体 系 の な か で 障 害
福 祉 制 度 を理 解 す る こ とが 可能 に な る。 ま た 、 これ らの社 会 保 険制 度 の概 要 を講 義 す る こ
とで 、 年 金 や 医療 な ど学 生 に とっ て 身 近 な 問 題 を理 解 す る な か で 障 害者 給 付 の位 置 づ け を
覚 え る こ ともで き る と考 え た。
成 績 評 価 につ い て は 、2013年度 の反 省 か ら、基 本 的 事 項 を 問 うア チ ー ブ メ ン ト試 験 を平
常授 業 時 試 験 も活 用 して 単元 ご とに複 数 回 実 施 す る計 画 を た て た。 前期 の 障 害福 祉 論1で
は 、 優 生 政 策 の学 習 の終 了後 に身 近 な 問題 か ら優 生 思 想 にっ い て論 述 させ る レポ ー ト課 題
を提 示 し、障 害 者 福 祉 法 制 の基 本 的 理解 に関 す るア チ ー ブ メ ン ト試 験 を 学期 末 に 実施 した 。
後 期 の 障 害 福 祉 論llでは 、年 金 と医 療保 険 につ い て の アチ ー ブ メ ン ト試 験 を 中間 期 に実 施
し、 介 護 保 険 と障害 福 祉 制 度 に っ い て の ア チ ー ブ メ ン ト試 験 を学 期 末 に 実施 した 。
表42014年 度 シ ラ バ ス
障害福祉論1 障 害 福祉 論II
授業方針 障 害 問 題 とそ の 支 援 に つ い て 障 害 学 日本 の社会保 障制度 の概 要のなかで
の 視 点 か ら学 ぶ 。 障 害 者 福 祉 制 度 の基 本 を理 解 す る。
授業 目標 障害の定義お よび統計 について修得 戦 後 日本 の社 会 福 祉 の 展 開 の な か で
す る と とも に 、障 害 問題 を 当事 者 の視 障 害 者 福 祉 制 度 の発 展 過 程 を理 解 し、
点 か ら理 解 し、適 切 な 支援 をお こ な う 現 行 制 度 に習 熟 す る と と もに 、い くつ
た め の基 本 姿 勢 を身 につ け る。 か の 具 体 的 事 例 に つ い て これ ら の 制
度 を 踏 ま え た 支 援 ア プ ロ ー チ を 検 討
で き る よ う に な る 。
授業計画
社会福祉の基盤 1.障害 福 祉 論1の 振 り返 り
1.「社 会 福 祉 学 」とは何 か? 瞳害の定義と統計
2.「自 由 競 争 」イデ オ ロギー の 限 界 2.「ショウガイ」の とらえ方





4.優生 政 策 の歴 史 と現 状 4.日本 の年 金 制 度 と障 害 者 の所 得保 障
5.スウェー デ ンの優 生 政 策 とノー マ ライゼ 5.日本 の医療 保 険 制 度 と障 害 者 の 医療
一 シ ョン
6.優生 思 想 と障 害 者 の主 張 6.学習 事 項 の 中間 まとめ
7.選択 的 妊 娠 中絶 について 7.学習 事 項 の 中間 確 認
障害福祉の課題 8.社会福 祉 基礎 構 造 改 革 と介 護 保 険
8.脱家族 と施 設 ケア 9.介護 保 険 制 度 と障 害 者
9.施設 ケア批 判
10.自立 生 活 運 動 瞳害福祉制度と相談支援の実際
10.障害者 総 合 支 援 法 の概 要
障害福祉制度の理解 11.障害 福 祉 サ ービスの体 系 と利 用 の仕
11.社会 福祉 法 令 の理 解 組み
12.社会福 祉 の法 体 系 12.障害 児 サービス制 度 と相 談 援 助
13.障害 福 祉 サ ー ビスの 体 系 13.障害 者 雇 用 制 度 と精 神 保 健 福 祉 制
度
14.学習 事 項 の まとめ 14.学習 事 項 のまとめ
15.学習 事 項 の確 認 15.学習 事 項 の確 認
3.2014年 度 「障 害 福 祉 論III」 の 自 己 評 価
以 上 の よ うに2014年 度 の 障 害福 祉 論 の 講 義 は、 前 年 度 か らシ ラバ ス を 大 幅 に組 み 替 え
て 実 施 した が、 組 み 替 え に よ る意 図 した 効 果 が どの程 度 発 揮 で き た か判 断 す る には 、 今 後
も継 続 した 取 り組 み が必 要 だ ろ う。 と りあ えず2014年 度 の授 業 実 施 か ら得 られ た 結 果 の
み を以 下 に ま とめ る。
(1)個 人 主 義 ・自由 主義 の 限 界 に つ い て の 講 義
学 生 た ち の コ メ ン トを 見 る限 り、「障 害 福祉 の 授 業 な の に 、競 争 と経 済 の話 ば か りで 違 和
感 を も っ た」 とい う感 想 もあ っ た が 、 能 力 主 義 に よ る 自由競 争 の 限 界 とい っ た 事 例 に対 し
て なか な か納 得 で き な い様 子 が 多 くの 学 生 か ら うか が われ 、個 人 の能 力 に よ る 自 由 な競 争
を理 想 とす る信 念 が根 強 い こ とが わ か っ た 。 履 修 者 の多 くは社 会 福 祉 学分 野 を専 攻 して い
る学 生 な ので 、 そ も そ もなぜ 社 会 福 祉 学 分 野 を選 択 した の か こち らか ら問 い 返 した い 気 も
した 。1年 次 後 期 の分 野 選 択 に お い て 、 私 た ち の方 が 適 切 な情 報 を提 供 で き て い な い の か
も しれ な い 。
と こ ろ で 、 私 が 修 士 課 程 と博 士 課 程 を 履 修 し たLondonSchoolofEconomicsand
PoliticalScience(LSE)の社 会 福 祉 学 部(DepartmentofSocia1Administration)に
お い て も、 学部 の1年 次 の授 業 で は 個 人 主 義 や 自由主 義 の 限界 を徹 底 して 講 義 して い た こ
とを思 い 出 した 。 た とえ ば 、社 会 福 祉 の歴 史 の 講 義 で はJaneLewisが、救 貧 法 の歴 史 を
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講 義 しな が ら、 個 人 の 自由や 自助 を原 則 と した 社 会 シ ステ ム が歴 史 的 に つ ね に破 綻 して い
る こ と を検 証 し、普 遍 主義 的社 会 保 障 制 度 の 必 然 性 を講 義 して い た。 そ の 一 方 で 、 社 会 政
策概 論 で はHowardGlennersterが、 特 定 の い くつ か のニ ー ドに対 して 自由 市場 が適 切 に
対応 で き ない 理 由 を具 体 例 を示 しな が ら力 説 して い た 。 い ず れ の講 義 も社 会福 祉 の 学 部 生
は 必 修 で 、 い わ ば福 祉 国家 の 前提 とな る社 会 連 帯 と協 調 主 義 の根 拠 を徹 底 して 教 え込 む た
め に、 市 場 主 義 や 自己責 任 の 限 界 を執拗 に列 挙 す る こ とか ら学 部 教 育 が始 め られ て い た 。
そ の 背 景 に は、LSEの 学 部 生 に も、 や は り個 人 主 義 や 市 場 主義 や 能 力 主 義 を信 奉 す る傾
向 が 少 な くない とい う事 情 が あ っ た の か も しれ ない 。 私 が在 籍 して い た1990年 前 後 のL
SEで は 、 社 会 福 祉 の学 部 生 の な か に は 、 経 済 学 部 を志 望 しな が ら合 格 点 に 足 りな か った
た め に社 会 福 祉 学 部 に入 学 して く る学 生 も多 い と聞 い てい た。
LSEの 社 会 福 祉 学 部 で も、 学部 教 育 にお い て は学 生 た ち の価 値 観 を問 い 直 す とこ ろか
ら出発 して い た の で あ る か ら、本 学 で 個 人 主 義 的 能 力 観 を持 ち な が ら社 会 福 祉 学 分 野 を選
択 す る学 生 が多 か っ た と して も、 そ の こ と 自体 を も っ て社 会 福 祉 学 教 育 が機 能 しな い とは
言 えな い だ ろ う。 む しろ 、2年 次 前期 の 講 義 にお い て 、 個 人 主 義 や 自 由主 義 の命 題 を徹 底
的 に問 い 直 す よ うな授 業 を集 中 的 に 実施 す る こ とな どを検 討 す べ き か も しれ な い5。現在 の
本 学 社 会 福 祉 学 分 野 の カ リキ ュ ラム は 、 ど ち らか と言 え ば対 象 論 や 実践 論 を 導入 と して 制
度 論 へ と至 る流 れ に な っ て い る。 これ は イ ギ リス社 会 福 祉 学 で は な く、 ア メ リカ 社 会 福 祉
学(ソ ー シ ャル ワー ク論)に お け る ミ ク ロ→ メ ゾ→ マ ク ロ とい うカ リキ ュ ラム 展 開 で あ る。
い ず れ も一 長 一 短 は あ る の だ が 、本 学 に お い て は どち らが妥 当 な の か検 討 す る余 地 は あ る
だ ろ う。
(2)出 生 前 診 断 と選 択 的妊 娠 中絶 に 関 す る レポー ト課 題
2013年度 の レポ ー トの 回答 の 多 くが選 択 的 妊 娠 中絶 に賛 成 の論 調 で あ った た め 、2014
年 度 の 授 業 で は反 対 の方 向へ 意 図 的 に誘 導 した が 、 レポー トの解 答 は13年 度 と大 きな 変
化 は見 られ なか っ た。 た だ 、解 答 結 果 を受 けて 、 後 期 の講 義 の初 回 に ダ ウ ン症 の 子 どもた
ちの 映 像 を見 せ た と ころ 、 こち らは 大 き な 効 果 が あ り、 この授 業 の リア ク シ ョン ・ペ ー パ
ー につ い て は選 択 的 妊 娠 中絶 へ の否 定 的 意 見 が 多 くな っ た。
実 は13年 度 の学 生 の コメ ン トな どか ら も、 本 学 の 学 生 が ダ ウン症 の人 を 見 た こ とが な
い の で は ない か と思 うこ とは あ っ た。 出 生 前 診 断 に よ っ て判 明す る遺 伝 子 異 常 には ダ ウ ン
症 児 が 多 く含 まれ る。こ の た め選 択 的妊 娠 中絶 の 結 果 ダ ウン症 児 の 出生 が減 る とい う説 と、
高齢 出 産 の増 加 に よ りダ ウ ン症 児 の 出 生 が 増 え る とい う二 つ の説 が あ るが 、 そ もそ も 出生
率 が きわ めて 低 い の で 出生 数 の調 査 か らは 統 計 的 に有 意 な結 論 は得 られ て い な い 。しか し、
5私 自身 が これ ま で 導 入 教 育 にお い て 、 自由 主義/個 人 主 義 的 価 値 観 を 問い 直す よ うな講
義 を あま り重 視 して こな か っ た の は 、 関 西 で は そ の必 要 性 を感 じて い な か っ た か らか も し
れ な い 。LSEの 社 会 福 祉 学 部 で の 導 入 教 育 に な らっ た シ ラバ ス を作 成 して い た こ とも あ
っ た が 、 関西 の学 生 は そ もそ も 「無 限 の成 長 」 とか 「個 人 の 主体 的発 達 の 可 能性 」 な どあ
ま り信 じて い ない よ うに 思 え た。 関 西 の 大 学 で は、 む しろ ソー シ ャル ワー クの 基盤 とな る
ア メ リカ ・リベ ラ リズ ム の よ うな 前 向 き の 人 間観 を教 え る こ とに苦 労 して い た よ うな気 が
す る。 一 方 で 、 市 場 経 済 の 限 界 な どは 、 「も うけ る人 間 が いれ ば 、へ こむ人 間 が い る」 「し
ょせ ん 競 争 は潰 し合 い で しか な い 」 とい った 彼 らの実 践 感 覚 で理 解 され て しま う傾 向が あ
っ た か も しれ な い。
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近 年 は ダ ウ ン症 の人 を行 楽 地 な どで もあ ま り見 か け な くな っ た とい う印象 は あ る。 ダ ウ ン
症 の 人 は 、 障 がい の あ る人 の な か で も と く に人 好 き のす る タイ プ の 人 が 多 い。 こ う した 人
た ちが 選 択 的 妊 娠 中絶 の対 象 に な っ て い る と思 え ば、 疑 問 を もつ の が 自然 だ ろ う。 本 学 の
学 生 た ち は、 選 択 的妊 娠 中絶 の対 象 とな る障 害 児 を、 非 常 に重 度 で 「人 生 を 生 き る楽 しみ
もな い 存 在 」で あ っ た り、「自分 の意 思 もな い 存 在 」 とい うよ うにイ メー ジ して 中絶 に賛 成
して い た よ うで 、実 際 に 中絶 され ず に 生 ま れ て 来 た ダ ウン症 の人 が 生活 す る様 子 を見 て 意
見 が 大 き く変 わ っ た よ うで あ る。 学 生 か らの コ メ ン トに は 「この ビデ オ は 前期 の 講 義 で 見
せ るべ きだ った の で は な い で しょ うか 」 とい う意 見 も あ っ た。
しか し、 元 気 で 「愛 す べ き 」 ダ ウ ン症児 の 姿 を見 せ て 、 出生 前 診 断 と選 択 的妊 娠 中絶 の
妥 当性 に疑 問 を持 たせ る の は簡 単 だ が 、 や りた くない とい う気 持 ち が私 に は あ った 。 なぜ
な ら、 出生 前 診 断 に よっ て予 測 で き る障 害 は21番 染 色 体 異 常 の ダ ウ ン症 の ほ か に 、 ま れ
で は あ る が、13番 、18番 染 色 体 異 常 も含 ま れ るか らで あ る。 これ らの染 色 体 異 常 は ダ ウ
ン症 よ りも生 存 率 が き わ め て低 い こ とが 知 られ て い る。 私 自身 の身 内 で起 き た 場 合 を考 え
れ ば、 出生 前 診 断 結 果 が13番 か18番 で あ るか 、21番 で あ る か とい う違 い に よっ て 、 自
分 の 気 持 ち に も大 き な違 い が あ るの で は な い か と想 像 す る。21番だ か ら中絶 す べ きで な く、
13番か18番 な ら中絶 もや む な し とい う結 論 に至 る の で あれ ば 、優 生 思想 の論 理 に支 配 さ
れ た ま ま で あ る。 とは い え 、本 学 学 生 は 「ダ ウ ン症 児 を知 らな い」 とい う前提 で 今 後 は授
業 を組 み 立 て るべ き で あ る とい う有 意 義 な 示 唆 が 得 られ た。
(3)障 害 福 祉 制 度 の基 本 事 項 に 関 す るア チ ー ブ メ ン ト試 験 の結 果
私 は 従 来 、 障 害 者 福 祉 制 度 の講 義 で は 制 度 体 系 の基 本 的理 解 を重 視 し、 細 か い 点 は覚 え
て も4年 次 の 国 家試 験 ま で に は忘 れ て しま うの で意 味 が な い とい う考 え方 を して い た。 し
か し、 社 会 福 祉 制 度 の研 究 を し よ う とす れ ば 、研 究 対 象 と して の制 度 を よ く理解 して お か
な い と研 究 で き ない 。 これ ま で在 籍 して い た2つ の大 学 で は 、学 部 レベ ル で社 会福 祉 制 度
の研 究 とい う水 準 ま で到 達 す る学 生 は 非 常 にま れ で あ り、 当事 者 や 家族 や 支援 者 の 生 の 声
を聴 い て きて 、そ の 内容 を ま とめ る とい うこ とが 大 半 の学 生 に とっ て の 卒 業研 究 で あ った 。
しか し、本 学 の学 生 の場 合 は 、や る気 次 第 で は 大 学 院 生 顔 負 け の卒 業 論 文 も出 て く るの で 、
国 家 試 験 対 策 の た め で は な く、 卒 業 論 文 の 専 門 性 を高 め る た め に 、 で き るだ け詳 しい 制 度
理解 を して い る方 が よい と考 え る よ うに な った 。
そ うい う意 味 で は 、2年 次 の講 義 科 目の試 験 の なか で 、障 害 福 祉 制 度 の 基本 的 理 解 だ け
で な く、 そ れ と関連 して社 会 保 障制 度 全般 お よび 支 援 機 関等 にっ い て 、 幅 広 く正確 な理 解
と暗 記 を求 め る こ とに も一 定 の意 義 が あ る と感 じる よ うに な っ た。 そ の観 点 か ら言 え ば、
2014年度 の 障 害福 祉 論1の 後 半 と障 害 福 祉 論IIのシ ラバ ス 内容 は 、障 害者 福 祉 制 度 を 中心
と して 幅 広 く社 会 保 障制 度 の基 本 を講 義 した 内 容 に な っ て い る と思 う。 さ らに、 学 習 成 果
の確 認 を3回 の ア チ ー ブ メ ン ト試 験 に分 割 して 実施 した こ とに よ り、平 均 点 は13年 度 の
後 期 学 期 末 試 験 よ り も向 上 した。 つ ま り、 試 験 範 囲 を 限定 す る こ とで 「が ん ば って 覚 え よ
う」 とい う気 に な っ て くれ た 学 生 が 増 えた と言 え るか も しれ な い。
反 省 点 と して は 、基 本 事 項 に 焦 点 を 当て た とはい え 、教 え る 内容 が 多 岐 に わ た って い る
た め に散 漫 な印 象 を学 生 に与 え た とい う点 を あ げ る こ とが で き る。 障 が い の あ る子 どもが
生 まれ て も、 どの よ うな社 会 的支 援 が あ るの か 、 ライ フサ イ クル に そ っ て 、 所 得 保 障 、 医
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療 、 教 育 、 介 護 、住 宅 、就 労支 援 、雇 用 政 策 な ど全 て の制 度 を解 説 で きれ ば よい と考 えて
い るが 、 今 後 の課 題 と した い。
以 上 ま とめ る と、2014年度 の 障 害福 祉 論 の 講 義 を実 施 した結 果 、 「社 会 福 祉 の価 値 の 教
育 」が重 要 で あ り、「障害 」の 具 体 的 な実 際 を提 示 す る必 要性 は 高 く、制 度 的 知識 の 暗 記 も
基 本 的 事 項 につ い て は2年 次 か ら必 要 で あ る とい う3点 につ い て認 識 を新 た に した 。
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